
【第３種郵便物認可】2012年（平成24年）5月24日（木曜日）15 寄 稿

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
東

日
本
大
震
災
と
続
い
た
経
済
の

低
迷
は
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る

が
、
各
企
業
の
人
事
面
の
取
り

組
み
を
み
る
と
、
総
額
人
件
費

抑
制
を
中
心
と
し
た
コ
ス
ト
削

減
は
、
団
塊
の
世
代
の
定
年
も

あ
り
、
ほ
ぼ
一
段
落
の
模
様
で

あ
る
。
た
だ
し
、
コ
ス
ト
削
減

の
結
果
は
、
企
業
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
多
く
の
企
業
の
職
場

で
は
い
く
つ
か
の
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。

業
務
遂
行
力
の
低
下

　

第
１
の
問
題
は
現
場
の
業
務

遂
行
力
の
低
下

―
と
い
う
こ

と
だ
。
少
な
い
社
員
で
増
え
続

け
る
日
常
業
務
を
遂
行
す
る
た

め
、
社
員
に
余
裕
が
な
く
な

り
、
最
低
限
必
要
な
こ
と
は
果

た
し
て
い
る
が
、
絶
え
ず
発
生

す
る
現
場
の
問
題
解
決
対
応
力

が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
ベ
テ
ラ

ン
は
経
験
で
問
題
に
何
と
か
対

処
す
る
が
、
若
手
社
員
は
う
ろ

う
ろ
し
て
、
先
輩
上
司
に
頼
っ

て
も
忙
し
く
、
あ
ま
り
協
力
し

て
く
れ
な
い
。
こ
れ
は
一
例
だ

が
、
結
果
と
し
て
現
場
の
業
務

遂
行
力
が
低
下
し
て
い
る
。

　

団
塊
の
世
代
が
残
っ
て
い
る

時
は
彼
ら
の
力
を
当
て
に
で
き

た
が
、
今
、
定
年
で
職
場
か
ら

か
な
り
去
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
管
理
職
も
日
常
業
務

を
か
な
り
担
当
し
て
お
り
、
本

来
の
役
割
で
あ
る
部
下
掌
握
・

部
下
指
導
に
ま
で
手
が
行
き
届

か
な
い
。
こ
れ
も
管
理
職
の
現

場
遂
行
力
の
向
上
に
貢
献
で
き

て
い
な
い
。
別
の
表
現
を
す
れ

ば
、
現
場
の
社
員
が
自
分
の
穴

に
閉
じ
こ
も
っ
て
余
計
な
こ
と

に
は
手
を
出
さ
な
い
、
す
な
わ

ち
「
た
こ
つ
ぼ
現
象
」
が
よ
く

み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
も
弱
く
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
現
象
の
他
の
原
因
と
し

て
は
、
自
分
の
成
績
に
つ
な
が

る
こ
と
だ
け
を
す
れ
ば
良
い
と

い
う
成
果
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
面

が
出
て
き
た
と
も
言
え
る
。
さ

ら
に
、
雇
用
の
多
様
化
で
契
約

社
員
や
派
遣
社
員
が
増
え
て
お

り
、
管
理
職
に
よ
る
彼
ら
の
日

常
業
務
遂
行
力
の
向
上
や
日
常

の
指
示
命
令
を
強
め
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
管
理
職
の
部
下
掌
握

力
の
問
題
も
あ
り
、
十
分
で
き

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
昔
の

よ
う
に
正
社
員
だ
け
の
職
場
の

場
合
は
、
管
理
職
の
大
ま
か
な

指
示
で
動
い
て
く
れ
る
が
、
非

正
規
社
員
の
場
合
は
、
細
か
な

業
務
指
示
と
適
切
な
進
ち
ょ
く

管
理
上
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
手

が
回
ら
な
い
管
理
職
が
散
見
さ

れ
る
。

部
門
利
害
は
後
回
し

　

第
２
の
問
題
点
は
職
場
横
断

の
問
題
解
決
力
の
低
下

―
が

挙
げ
ら
れ
る
。
職
場
で
発
生
す

る
問
題
は
、
単
純
で
な
く
な
っ

て
お
り
、
部
門
に
ま
た
が
る
こ

と
が
増
え
て
い
る
。

問
題
に
は
、
職
場
内
で
解
決
で

き
る
も
の
と
関
連
部
門
が
協
力

し
て
解
決
す
る
も
の
が
あ
る

が
、
後
者
に
つ
い
て
は
会
社
全

体
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
で

は
、
管
理
職
が
全
体
最
適
を
目

指
し
て
、
部
門
の
利
害
は
後
回

し
に
す
る
企
業
風
土
や
会
社
全

体
の
事
業
目
標
を
部
門
目
標
に

し
っ
か
り
落
と
し
込
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

現
実
に
は
こ
れ
ら
が
で
き
て

い
な
い
企
業
が
多
い
。
一
例
と

し
て
、
あ
る
企
業
の
部
門
目
標

管
理
で
同
じ
目
標
が
何
年
も
掲

げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
見
た
こ
と

が
あ
る
が
、
こ
れ
は

自
部
門
だ
け
で
は
で

き
な
い
た
め
に
重
要

だ
が
放
置
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
が
原
因
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
各

企
業
は
、
こ
の
よ
う

な
問
題
や
課
題
は
、

現
場
に
お
任
せ
で
な

く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
社
内
組
織

の
新
設
、
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
シ
ス
テ
ム

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
な
ど
で
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
現
場
の

意
欲
や
姿
勢
が
そ
の

方
向
に
向
か
な
け
れ

ば
、
問
題
解
決
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。

　

は
や
り
言
葉
で
い

え
ば
「
現
場
力
」
が

低
下
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
は
い
ろ

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
品
質
管
理
で
重

視
す
る
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
―

実
行
―
評
価
―
改
善
）
の
管
理

活
動
を
役
職
者
が
し
つ
こ
く
実

践
で
き
る
か
が
カ
ギ
に
な
る
。

　

次
い
で
、
Ｂ
社
や
Ｄ
社
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高

め
る
こ
と
を
重
視
し
、一
般
社

員
、役
職
者
ク
ラ
ス
と
と
も
に

研
修
で
実
施
し
て
い
る
。
一
般

論
だ
が
、最
近
の
若
手
社
員
は
、

携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
得
意
だ
が
、

フ
ェ
イ
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
イ
ス

は
そ
う
で
な
い
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
他
の
要
因
と
し
て
、
物
流

企
業
で
は
、協
力
業
者
が
多
い
、

さ
ら
に
冒
頭
に
指
摘
し
た
雇
用

の
多
様
化
な
ど
で
価
値
観
の
異

な
る
社
員
が
多
い
現
状
で
は
、

傾
聴
力
を
高
め
、
相
手
の
顔
を

見
な
が
ら
話
し
、
納
得
さ
せ
る

表
現
力
も
多
く
の
社
員
が
身
に

着
け
る
べ
き
能
力
で
あ
る
。

　

次
い
で
職
場
横
断
の
問
題
解

決
力
向
上
に
つ
い
て
だ
が
、
中

堅
社
員
か
ら
管
理
職
ク
ラ
ス
で

は
、
解
決
す
べ
き
問
題
は
し
ば

し
ば
部
門
を
超
え
る
。
最
近
で

は
、
新
規
顧
客
の
探
索
や
新
ビ

ジ
ネ
ス
を
担
当
し
、
経
験
不
足

の
中
で
、
関
連
部
門
と
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
解
決

の
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
み
な
ら
ず
、
視
野

の
広
さ
が
必
要
で
あ
る
。

　

Ｅ
社
は
、
物
流
塾
を
作
り
１

年
が
か
り
で
物
流
の
全
体
像
を

学
ば
せ
て
い
る
。
各
部
門
か
ら

の
社
員
が
と
も
に
月
１
回
の
研

修
を
９
回
、
合
宿
研
修
を
２
回

行
い
、
視
野
拡
大
だ
け
で
な
く

横
の
連
携
も
高
め
て
い
る
。
Ｃ

社
も
物
流
の
プ
ロ
育
成
を
目
指

し
、
内
部
・
外
部
研
修
の
組
み

合
わ
せ
で
幅
広
く
勉
強
さ
せ
て

い
る
。例
え
ば
、営
業
マ
ン
が
決

算
の
勉
強
を
す
る
こ
と
も
刺
激

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

Ｄ
社
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

活
用
し
、
視
野
の
広
さ
と
と
も

に
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
高

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
認
定
コ
ー
チ
で
も
あ
る

が
、
異
種
経
験
・
他
部
門
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
る
中
で
、
問
題

解
決
を
す
る
た
め
に
は
、
他
メ

ン
バ
ー
へ
の
傾
聴
力
と
質
問
を

通
じ
た
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

が
い
か
に
重
要
か
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
て
い
る
。
異
分
野
の

相
手
の
話
を
質
問
に
よ
り
理
解

し
、
質
問
を
さ
れ
た
社
員
が
自

ら
の
発
表
内
容
や
意
見
の
論
理

が
つ
な
が
ら
な
い
点
に
気
付
く

こ
と
等
を
通
じ
て
、
一
体
感
・

チ
ー
ム
力
を
上
げ
、
自
ら
の
能

力
も
向
上
す
る
。
職
場
横
断
の

チ
ー
ム
で
は
、
自
部
門
の
利
害

に
と
ら
わ
れ
た
意
見
の
押
し
付

け
で
は
機
能
し
な
い
。
一
段
上

の
立
場
か
ら
問
題
解
決
に
協
力

す
る
姿
勢
が
大
事
だ
。

複
線
型
人
事
や
評
価

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
な
い

社
員
の
中
で
、
人
材
育
成
を
続

け
る
の
は
難
し
い
。
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
保
つ

か
の
工
夫
は
必
要
で
、
先
ほ
ど

の
５
社
は
い
ず
れ
も
表
彰
制
度

を
き
め
細
か
く
実
施
し
て
い

る
。
Ｄ
社
で
は
個
人
と
営
業
所

を
表
彰
。
さ
ら
に
Ａ
社
で
は
、

営
業
所
単
位
か
ら
、
い
く
つ
か

を
ま
と
め
た
単
位
で
表
彰
を
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｂ
社
で
は
日
の
当
た
り
に
く
い

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
無
事
故
表

彰
も
検
討
し
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
Ｃ
社
で
は
毎
年
４
月
１

日
、
海
外
か
ら
課
長
ク
ラ
ス
を

集
め
、
会
議
の
後
に
盛
大
な
飲

み
会
を
し
て
い
る
。
Ｅ
社
は
チ

ー
ム
改
善
活
動
の
表
彰
を
17
年

間
も
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
管
理
職
に
な
れ

な
い
社
員
も
意
欲
が
高
ま
る
よ

う
な
複
線
型
人
事
制
度
や
人
事

評
価
制
度
も
、
上
記
の
社
員
の

努
力
と
結
果
が
反
映
で
き
る
よ

う
な
制
度
に
変
え
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
。

い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る

が
、
今
回
は
人
材
育
成
面
か
ら

ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
見
て
い

き
た
い
。

　

現
場
力
向
上
の
た
め
の
人
材

育
成
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
現

実
に
各
社
の
人
材
育
成
上
の
課

題
と
し
て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
見
て
い
き
た
い
。
労
政
時
報

の
人
事
部
課
長
に
対
す
る
「
人

材
育
成
面
で
特
に
重
視
し
て
い

る
こ
と
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
あ
る
が
、
17
テ
ー
マ
中
、
企

業
規
模
計
上
位
６
位
内
を
見
る

と
、
次
世
代
経
営
幹
部
・
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
は
当
然
と
し
て
、

３
番
が
「
管
理
職
層
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
能
力
の
向
上
」
、
２
番
目
が

「
管
理
職
層
の
人
材
育
成
能
力

の
向
上
」、５
番
目
に
「
職
場
に

お
け
る
人
材
育
成
力
の
強
化
」、

６
番
目
が
「
中
堅
社
員
の
能
力

向
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
見
る
と
、
現
場
力
向
上
に
必

要
な
課
題
・
テ
ー
マ
の
優
先
順

位
が
高
い
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
先
日
、
物
流
ニ
ッ
ポ

ン
新
聞
社
主
催
で
筆
者
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
物
流

企
業
人
事
担
当
者
と
の
座
談
会

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
出
て

き
た
各
社
の
取
り
組
み
や
筆
者

の
研
修
例
を
整
理
し
て
紹
介
し

た
い
。

　

ま
ず
現
場
業
務
遂
行
力
向
上

の
対
策
に
つ
い
て
だ
が
こ
の
第

１
の
テ
ー
マ
は
、
社
員
の
日
常

業
務
遂
行
力
を
い
か
に
上
げ
て

い
く
か
で
あ
る
。
品
質
、
コ
ス

ト
、
ス
ピ
ー
ド
を
一
定
の
水
準

で
遂
行
し
、
か
つ
そ
の
過
程
で

起
き
る
細
か
な
ト
ラ
ブ
ル
、
問

題
を
解
消
し
て
い
く
能
力
を
い

か
に
高
め
る
か
で
あ
る
。
①
の

Ａ
社
の
よ
う
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
オ

ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
が
王
道
の
よ
う
だ
。
Ａ

社
は
チ
ル
ド
商
品
を
扱
っ
て
お

り
商
品
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短

く
、
ミ
ス
は
瞬
間
に
つ
ぶ
さ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん

の
経
験
の
中
で
社
員
に
気
付
か

せ
、
体
で
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
中
で

気
付
い
た
こ
と
を
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
必
須
で
あ
る
。

小
集
団
活
動
の
継
続

　

Ｂ
社
は
、
５
〜
10
人
の
チ
ー

ム
を
全
社
で
２
５
６
つ
く
り
、

継
続
的
な
小
集
団
活
動
を
し
て

改
善
の
結
果
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
で
は
、
国
際

強い現場をつくる人材育成強い現場をつくる人材育成

　

こ
ば
や
し
・
ひ
で
お　

１
９
７
３
年
一
橋
大
学
商
学
部
卒
。

住
友
銀
行
（
現
三
井
住
友
銀
行
）
、
住
友
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
現
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
を
経
て
、
現

職
。
中
小
企
業
診
断
士
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

日
本
総
合
研
究
所
／

総
合
研
究
部
門

リ
サ
ー
チ
／

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部
／

主
席
研
究
員

小
林　

英
夫

管
理
職
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
高
め
よモチベーション保つ工夫必要 人材育成面で、特に重視していること（複数回答） （社）､ ％

区　　　分 規模計 1,000人
以上

300～
999人

300人
未満

合　　　計 （111）
100.0

（44）
100.0

（44）
100.0

（23）
100.0

①次世代経営幹部候補の育成 40.5 43.2 40.9 34.8 
② 次世代リーダー（管理職クラス）の早期選抜･育成 41.4 45.5 38.6 39.1 
③ 管理職層のマネジメント能力、リーダーシッ
プ能力の向上 65.8 59.1 70.5 69.6 

④管理職層の人材育成能力の向上 42.3 36.4 45.5 47.8 
⑤ 職場における人材育成力の強化（OJTの強
化、育成の仕組みづくりなど） 34.2 38.6 36.4 21.7 

⑥中堅社員の能力向上 20.7 25.0 18.2 17.4 
⑦新人・若手の早期戦力化 14.4 27.3 2.3 13.0
⑧ 新人・若手の育成のため、上司のほかにメン
ター（指導者）を設置 6.3 4.5 6.8 8.7

⑨年長の社員から若い社員への技能の伝承 4.5 6.8 2.3 4. 
⑩ 目標設定や評価スキル向上のための管理職研修 10.8 11.4 4.5 21.7 
⑪ 各人が身に付けるべき知識・スキル等の体系
的な明示 9.0 6.8 9.1 13.0 

⑫社員のキャリア開発の推進、支援 8.1 9.1 4.5 13.0 
⑬ 大勢の社員の底上げを狙った「階層別研修
（OFF-JT)」 4.5 6.8 4.5 

⑭ 会社が指名する特定の社員を対象とした「選
抜的研修（OFF-JT)」 7.2 13.6 4.5 

⑮ 本人の意欲を重視した「自己選択型研修
（OFF-JT)」 2.7 4.5 2.3 

⑯ 職種や専門性を重視した「専門性向上研修
（OFF-JT)」 6.3 11.4 4.5 

⑰自己啓発、社員の自発的な学びへの支援 7.2 9.1 6.8 4.3 
注：労政時報第3813号「本誌特別調査　人事部課長に聞いた人事戦略の現状と課題」から抜粋

Ａ社のOJT実体験に
よる社員教育

人材育成課題と重点対策例

1

Ｂ社の小集団活動による
現場の改善活動力強化

2

C社の内外研修による
物流のプロづくり

3

D社のコミュニケーショ
ン力とロジカルシンキン
グ力強化

4

Ｅ社の物流塾による
物流全体像の把握と
職種横断の連携力強化

5

現場の業務
遂行力向上

職場横断の
問題解決力
向上

職場における人材育成能
力の強化（OJTの強化、
育成の仕組みづくり）

管理者層のマネジメント
能力、リーダーシップ能
力、人材育成能力の向上

中堅社員の能力向上


